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2 ) JIS漢字を利用した刻については，文獻 [13] を參照していただきたい。





















の候補がUnicode 文字集合から%らばれて，それを列擧した表 “The SWJZZUnicode 4.0























念 character, propertyについて纏めておく4)。Unicode における文字の#いは，文獻 [6]




1．Character, not glyphs : The Unicode Standard encodes character, not glyphs.
2．Semantics : Characters have well-defined semantics.
3．Unification : The Unicode Standard unifies duplicate characters within scripts across
languages.
1 によって符號	の對象は characterであることが分かる。その characterは，以下に
営べられているように，抽象な表現であり，glyph とは嚴密に區別される槪念である。2
によって characterは.確な semantics を持ち，その semantics は propertyによって與え
られる。3によりUnicode では各言語を越えて文字を瓜合	して，文字集合を規格	する。
漢字の瓜合	を說.するために，漢字の性質をモデル	した三元槪念モデル (文獻
[6] 417 頁) がある。漢字についての以下の三つの屬性が各々の軸を成する。
・X軸：セマンティック ()義，機能等)
・Y軸：抽象形狀 abstract shape
・Z 軸：具體形狀 actual shape (具體な書體 type face)





則 (Unification Rule) と抽象形狀を決める規則の二つである。 Unihan データベースを現
代の文獻の電子	に利用する場合には，この二つの規則は用であるが，後に営べるよ
うに古典籍の電子	にはそれほど用でない5)。
そこで Unicode における漢字を#うために，個々の文字に對する propertyのみを對象
とする6)。以下に propertyによって成される「Unihan データモデル」について說.する。
3. 2 Unihanデータモデル
圖 2 は Unihan データベースで#われるデータをクラス圖で表現したものである7)。ク
ラス Ideograph は漢字を表現するクラスで，これには屬性 codepoint が付隨している。
Unihan データベースの propertyは，各漢字にプロパティの名とそれに對應する値を指
定するという形式が基本である。圖ではこのプロパティの持つデータを，クラス Property
とクラス Field の二つで表現している。クラス Propertyは propertyの値を，クラス Field
は property の名や管理&報を持っている。これはクラス Property が二つのクラス
Ideograph と Field のある種の關連クラスになっていることを示している。また Field を
種類ごとに分類するのが，メタタイプとしてのクラス FieldType である。




6 ) 各 property 値の讀み方や)味について，詳しくは文獻 [6] を參照していただきたい。
7 ) クラス圖についてはUMLの入門書，例えば文獻 [7] などを參照していただきたい。
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・『漢語大字典』kIRGHanyuDaZidian 32264.080 : 3卷 2264 頁の親字 8文字目，
・『宋本廣韻』kSBGY 364.38 : 364 頁の親字 38 文字目，




・“Unihan Database Lookup” : コードポイント$び文字のエンコードから漢字&報の
ページを檢索する9)，




8 ) kIRGHanyuDaZidian, kIRGKangXiの數値の後一桁 (小數點 3桁目) が 0 のときは，そ
の文字が字書のその位置に實際にあることを示す。それ以外のときは整列のために利用す
るので，本稿では用いない。
9 ) http : //unicode.org/charts/unihan.html




















Unihan データベースにおいて，「姶𠘧」U+20627 と「几」U+51E0 のそれぞれの文字
コードが指している標準字書の參照先は以下のようになっている。
11) その他の段に關する用語等は文獻 [15] に準ずる。
12) 本稿で用いる段の畫宴は早稻田大學古典籍總合データベース http : //www.wul.waseda.










― 康熙字典 (0134.010) 134 頁 1 文字目 [廣韻] 市朱切…




― 康熙字典 (0133.570) [M韻] 居履切…
― 廣韻 (247.32) 上聲五旨小韻「几」居履切
各字典への參照には矛盾はないので，三A下「姶𠘧」と十四A上「几」の字は，それぞ







圖 3 ｢𠘧」(三A下 28b)，「几」(十四A上 28a)
,斷して決めることになる。
4. 2 字形に依れない例











14) Unihan での「姶𠆎」U+2018E が指し示す『漢語大字典』の參照先には，「同“姶𧝕 (姶䙟)”。」
とある。
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17) 『漢語大字典』74507.120 ; 『康煕字典』1394.360
18) これらの辨別には現代音を知っていることが助けになる場合である。









































































20) 「SAT 大正怨脩大藏經テキストデータベース 2012 版」http : //21dzk. l.u- tokyo.ac. jp/































































































































27) 文獻 [11] では〈瓜合〉という槪念を形式	するために Institution という理論を必とし
た。「文字體系の瓜合による漢字&報の形式	」と題した以である。








である。例えば，矢印 Char 段古音 (a)――――――▶ RGroupが示しているのは，文字の集合 Charと古
音分部の集合 RGroupの關係，卽ちある文字 c∈Charの古音分部が g∈RGroupである
という事實が段に書かれていることを)味する。
以下はある文字の古音分部をs出するための方法の例である。
1．段の古音分部の記営 (a) を/して，文字 c∈Charの古音分部 g∈RGroupが分かる。
2．『廣韻』の記営 (b) を/して，文字 c∈Charの中古韻 r∈Rimeが分かり，『音均表
一』の記営 (c) から古音分部 g∈RGroupが分かる。卽ち文字 cの古音分部が gであ
ることが分かる。
3．段の反切についての記営 (d) を/して，文字 c∈Charの反切下字 l∈LCharが分
28) 「段玉裁の音理」については，例えば文獻 [15] を參照していただきたい。




り，『廣韻』の記営 (b) を/して，反切下字 l∈LCharの中古韻 r∈Rimeが分かる。
これに『音均表一』の記営 (c) をj用して古音分部 g∈RGroupが分かる。
4．段の記営 (e) を/して，文字 c∈Char の聲符 p∈P Elem が,.する。『音均表
二』の記営 (f) から聲符 p∈P Elemの古音分部 RGroupが分かる。この聲符 pの古
音分部 gを對象となった文字 cの古音分部とすることができる。
5．段の記営 (e) で得られた聲符 p∈P Elemは文字の集合 Charに含まれる。聲符を
上の四つのs出法における文字 Charとして#うことによって，*なる古音分部のs
出を行なうことができる。例えば，聲符は*に基本な聲符に歸着できる場合 (段
の記営 (e) に聲符 p∈Charの*なる聲符 p′∈P Elemが記営されている場合) があり，その
聲符 p′ の古音分部 gを段の記営 (a) から得ることができる。
ある文字の古音の分部 (s出 1) と今韻の對應する分部 (s出 3) が衣なるとき，段で
は音の不規則變	が起きたと考え，「古音在部」と記営される。例えば，五A上可部の












文字 Char からは段の矢印 Char 段古音 (a)――――――▶ RGroup と『廣韻』の矢印 Char 廣韻 (b)――――▶
Rimeの二つの矢印が出ているので，文字 Charのところで段と『廣韻』で記営されて
いる文字の重ね合わせがある。また，韻 Rimeには『廣韻』の矢印 Char 廣韻 (b)――――▶ Rimeが
入り，『音均表一』の矢印 Rime 音均表一 (c)――――――▶ RGroupが出ているので，韻 Rimeのところで
30) 實際には「對象」だけだなく「性質」についての重ね合わせも行なう必があるが，ここ
では詳しく営べない。文獻 [11] を參照していただきたい。


















































り34)，今後' 6. 3 で営べた形式	への求を精密	することが課題である。











35) Han Morphism System http : //www2.dhii.jp : 3000/，本サイトは一般財團法人 人文&報
學硏究の協力により公開されている。
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『說文』で六A下貝部「𧶠」余六切 に從う字は以下である。( ) 中は重文，[ ] は
怨附字 (八A下見部) である。
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